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照会業務資格者一覧表（輸入関連業務）
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業務
コード

業務名
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会
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船
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代
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蔵
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場

通
関
業

海
貨
業

N
V
O
C
C

輸
出
入
者

汎
用
申
請
者

IMI 積荷目録状況照会 ○ ○ ○

INV ハウスB/L貨物情報照会 ○ ○ ○ ○

IID 輸入申告等照会 ○ ○

IOT 輸入申告照会(沖縄特免制度) ○

IDI 輸入申告等一覧照会 ○

IBI 輸入貨物搬入予定照会 ○ ○

IFR ﾌﾘｰﾀｲﾑ情報照会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

IOL 保税運送申告照会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ITD 包括保税運送申告照会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

IAD 修正申告照会 ○

IKK 関税等更正請求照会 ○

IXX 関連省庁申告･申請状況照会 ○

ICD 延滞税額計算照会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ICP 特恵税率適用照会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

IER 為替ﾚｰﾄ照会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



照会業務
（輸入関連業務）
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照会業務（輸入関連業務）について

 積荷目録状況照会(IMI)

 本船単位に積荷目録のＢ／Ｌ件数、コンテナ本数、提出状況、船卸状
況、Ｂ／Ｌ番号やコンテナ番号の一覧等の情報を照会する。

 ハウスB/L貨物情報照会 (INV)

 ハウスB/L貨物情報を混載親B/L番号単位に照会する。
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積荷目録状況照会(IMI)

 本船単位に積荷目録のＢ／Ｌ件数、コンテナ本数、提出状況、船卸状
況、Ｂ／Ｌ番号やコンテナ番号の一覧等の情報を照会する。
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IMI(積荷目録状況照会) 積荷目録状況照会情報（例： 概要照会）

船会社コード： SCACコード

CYコード： CYの利用者コード

照会したい照会区分、船舶コード、船
卸港を必須入力の上、照会にあわせ
必要な項目を入力して送信

出力例： 照会区分「A」の場合
概要照会情報 （SAS08400）



INV（ハウスB/L貨物情報照会 ）

ハウスB/L貨物情報照会 (INV)

 ハウスB/L貨物情報を混載親B/L番号単位に照会する。
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「混載親B/L搬入済表示」
親B/Lが混載仕分けを行う保税地域等に搬入されているときは
「Y」を表示する。親B/L未搬入の場合は「ブランク」となる。

ハウスB/L貨物情報照会情報（共通部）

混載親となるマスターB/L番号を入力
して送信する

共通部はマスター
B/L情報を表示する

NVC01業務を行った利用者、または混載仕分けを行う保税蔵置場は、 INV（ハウスB/L貨物情報照会 ）業務にて
混載親B/L番号に関連づけられた子B/L情報が照会できます
（※混載子B/L情報に関連づけられた親B/L情報を調べるときはICG（貨物情報照会）のTTL（全体情報）を利用）



ハウスB/L貨物情報照会（続き）
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１件目の
混載子となるハウスB/L情報
を表示

2件目以降の子B/Lの
入力画面へ移動

繰返部は子B/L情報
を表示する

「搬入済表示」
子B/Lが混載仕分けを行う保
税地域等に搬入されていると
きは「Y」を表示する。未搬入の
場合は「ブランク」となる。

ハウスB/L貨物情報照会情報（繰返部）



照会業務（輸入関連業務）について

 IID 輸入申告等照会
 輸入申告等に係る情報を照会する。

 IOT 輸入申告照会(沖縄特免制度)

 輸入申告(沖縄特免制度)に係る情報を照会する｡

 IDI 輸入申告等一覧照会
 輸入申告等に係る手続状況等を、一覧で照会する。
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輸入申告等照会（IID）

 輸入申告等に係る情報を、照会することができます。
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（１）輸入（引取・特例）申告に係る照会を行う場合に、以下の申告等種
別コードを入力
Ｈ ： 輸入（引取）申告に係る照会
Ｔ ： 特例申告に係る照会

（２）一括特例申告に係る照会を行う場合は、「Ｘ」を入力
（３）上記以外は入力不可

照会したい申告等番号を入力します

照会結果は次頁を参照



 IID業務（上段）の照会出力項目
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（１）審査検査区分識別を出力
（２）通関関係書類の原紙提出が必要な場合は、４桁に
「Ｔ」「Ｍ」「Ｇ」を出力
（３）審査区分が「△１」の場合で、通関関係書類の提出
が必要な場合は、４桁目に「Ｙ」を出力

申告等種別「Ｓ」、「Ｍ」、「Ａ」、「Ｇ」の場合は、
蔵入等先保税地域を出力

輸入申告等照会（IID） 照会結果①
ＩＣ ：輸入申告（申告納税）
ＦＩＣ ：輸入申告（賦課課税）
ＦＣ ：輸入申告（少額関税無税）
ＢＰ ：ＢＰ承認申請
ＩＢＰ ：輸入許可前引取貨物の輸入
ＩＳ ：蔵入承認申請
ＩＭ ：移入承認申請
ＩＡ ：総保入承認申請
ＩＧ ：展示等申告
ＩＳＷ ：蔵出輸入申告（申告納税）
ＦＳＷ ：蔵出輸入申告（賦課課税）
ＩＭＷ ：移出輸入申告（申告納税）
ＦＭＷ ：移出輸入申告（賦課課税）
ＩＡＣ ：総保出輸入申告（申告納税）
ＦＡＣ ：総保出輸入申告（賦課課税）
ＨＫ ：輸入（引取）申告
ＨＫＡ ：特例委託輸入（引取）申告
ＨＴ ：輸入（引取・特例）申告
ＨＴＡ ：特例委託輸入（引取・特例）申告
ＴＫ ：特例申告
ＴＫＡ ：特例委託特例申告
ＩＴ ：一括特例申告
ＩＴＡ ：特例委託一括特例申告
ＩＳＴ ：蔵出輸入（引取・特例）申告

（１）予備申告の場合は、「Ｔ」、「Ｚ」、「Ｕ」、「Ｊ」または「Ｓ」を出力
（２）本申告の場合は、「Ｈ」を出力
（３）搬入時申告の場合は、「Ｉ」を出力
（４）開庁時申告の場合は、「Ｋ」を出力
（５）申告変更された場合は、申告または本申告時の申告条件を出力



 IID業務（下段）の照会出力項目
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入力またはシステムで付与した
共通管理番号を出力

Ｆ：通関業者口座（リアルタイム口座）
Ｇ：輸入者口座（リアルタイム口座）

Ｒ：リアルタイム口座
Ｍ：ＭＰＮ
Ｃ：リアルタイム口座（即納科目）
ＭＰＮ（納期限延長科目）

輸入申告等照会（IID） 照会結果②

Ｐ：口座不足で保留中
Ｓ：担保不足で保留中
Ｏ：システムによる他法令手続未確認
Ｊ：システムによる他法令手続の確認が開庁時間
外に行われた

Ｈ：システムによる個別担保の登録または積増し
が開庁時間外に行われた



輸入申告照会(沖縄特免制度) （IOT）

 輸入申告(沖縄特免制度)に係る情報を照会する｡
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IOT(輸入申告照会(沖縄特免制度))

輸入申告照会(沖縄特免制度)情報

利用可能者：
• 税関
• 通関業

照会を行う、輸入申告番号を入力します。

口座識別：
Ｆ：通関業者口座（リアルタ
イム口座）

Ｇ：輸入者口座（リアルタイ
ム口座）

納付方法識別：
Ｒ：リアルタイム口座
Ｍ：ＭＰＮ

保留識別：
輸入申告が口座不足または担保
不足により保留となっている場合
に、輸入申告（沖縄特免制度）ＤＢ
に登録されている保留識別を出力
Ｐ：口座不足で保留中
Ｓ：担保不足で保留中

関税免除済額：
複数の輸入申告（１回の出域に
限る。）を行う場合に、既に関税
を免除された購入額の合計

CCA実施者、もしくは申告者の通
関士コードを出力



輸入申告等一覧照会について

 ＩＤＩ業務 輸入申告等一覧照会
 輸入申告等に係る手続状況等を、一覧で照会できます。
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照会したい種別コードを入力します
Ａ ： 事項登録一覧
Ｂ ： 申告・申請一覧
Ｃ ： 搬入時申告・申請一覧

（Sea-NACCSのみ入力可）
Ｄ ： 開庁時申告・申請一覧
Ｅ ： 未許可申告・未承認申請一覧
Ｆ ： 予備申告済未申告一覧
Ｋ ： 通関士審査対象申告一覧

入力不可

入力がない場合は、システム日とする
Ａ：申告等予定年月日
Ｂ：輸入等申告・申請年月日（ＢＰ承認済で輸入許可前引取貨物
に係る輸入申告（以下、ＩＢＰという。）の場合は、ＢＰ承認申請
年月日、特例申告事項登録の場合は、特例申告事項登録年
月日、特例申告の場合は特例申告年月日、以下同様）

Ｃ：搬入時申告・申請前は申告等予定年月日、搬入時申告・申請
後は申告・申請年月日

Ｄ：開庁時申告・申請前は申告等予定年月日、開庁時申告・申請
後は申告・申請年月日Ｅ：輸入等申告・申請年月日

Ｆ：申告等予定年月日
Ｋ：申告予定年月日（申告済みの場合は申告年月日）



輸入申告等一覧照会について

 IDI 輸入申告等一覧照会 結果
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（１）照会種別コードが「Ａ」の場合は、スペースを出力
（２）照会種別コードが「Ｂ」、「Ｃ」、「Ｄ」または「Ｋ」の場合
△：輸入等申告・申請前（搬入時申告・申請または開庁時申告・申請の旨が登録された場合

の照会も含む。）
１：輸入等申告・申請済で審査終了前
２：輸入申告等変更事項登録済で輸入申告等変更前
３：輸入申告等変更済で審査終了前
４：審査終了済で輸入許可・承認前（上記１～４はＢＰ承認申請に係るものは除く）
５：ＢＰ承認申請済でＢＰ審査終了前 ６：ＢＰ審査終了済でＢＰ承認前
７：ＩＢＰ審査終了前 ８：ＩＢＰ変更事項登録済でＩＢＰ変更前
９：ＩＢＰ審査終了済で輸入許可前 ０：許可・承認済
Ａ：特例申告事項登録済で特例申告前
Ｂ：特例申告納期限延長申請済みで審査終了前
Ｃ：特例申告納期限延長申請に係る審査終了済 Ｄ：特例申告済

（３）照会種別コードが「Ｆ」の場合
１：予備申告済で本申告前
２：輸入申告等変更事項登録済で予備申告変更前
３：予備申告変更済で本申告前

（１）申告等種別コードが「Ｔ」または「Ｖ」の
場合は、スペースを出力

（２）輸入等申告・申請前、輸入申告等変更
前、ＩＢＰ変更前または予備申告変更
前の場合は、スペースを出力

（３）輸入申告（沖縄特免制度）及び石油製
品等移出（総保出）輸入申告の場合は、
スペースを出力

（４）通関関係書類の原紙提出が必要な場
合は、４桁目に「T」「M」「G」を出力

（５）審査区分が「△１」の場合で、通関関係
書類の提出が必要な場合は、４桁目
に「Ｙ」を出力

スペース：未審査（事項登録済）
Y:審査済
N:訂正要
D:申告済



照会業務（輸入関連業務）について

 IBI 輸入貨物搬入予定照会

 保税運送承認済または包括保税運送承認に係る個別運送情報登録
済の貨物の情報を、到着地単位に貨物管理番号の一覧として照会す
る。

 IFR ﾌﾘｰﾀｲﾑ情報照会

 「フリータイム情報登録」業務で登録されたフリータイム日付等のコン
テナ情報を照会する。

 IOL 保税運送申告照会

 保税運送申告または包括保税運送承認に係る個別運送の情報を照
会する。

 ITD 包括保税運送申告照会
 包括保税運送申告情報を照会する。
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輸入貨物搬入予定照会（IBI）

 保税運送承認済、または包括保税運送承認に係る個別運送情報登
録済の貨物の情報を、到着地単位に貨物管理番号の一覧として照会
する。
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IBI(輸入貨物搬入予定照会)
輸入貨物搬入予定照会情報

到着地コード：
保税地域コードを必須入力する

保税運送承認年月日:
保税運送承認年月日又は個別運送
情報登録が行われた年月日が出力
される。



ﾌﾘｰﾀｲﾑ情報照会（IFR）

 「フリータイム情報登録」業務で登録されたフリータイム日付等のコン
テナ情報を照会する。
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IFR(フリータイム情報照会)

フリータイム情報照会情報

出力例：コンテナ番号単位照会の場合
「コンテナ番号」入力で照会を行った例

FTR（フリータイム登録業務）により登録されたフリータイム情報を照会しますが、登録単位により照会可能な項
目が異なります。「保税地域、船舶、航海番号単位」または「コンテナ番号」単位で登録された情報は本業務で照
会できますが、「B/L番号単位」で登録されたものはICG業務にて「FTM」を指定して照会します。

コンテナ状況表示
１：削除表示
２：差止中
３：容器通関済（コンテナリスト提出）
４：積荷目録提出前
５：積荷目録提出後、船卸前
６：蔵置中
７：運送中

フリータイム日付
登録されているフリータイム日付を
出力します
（登録のない場合はブランク表示）

入力項目：
次のいずれかを必須入力する
• 保税地域コード＋船舶コード＋航海番号
または

• コンテナ番号
（入力可能なコンテナ番号は最大２０件）



保税運送申告照会（ IOL）

 保税運送申告または包括保税運送承認に係る個別運送の情報を照
会する。
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IOL(保税運送申告照会)

保税運送申告照会情報（繰返部）

保税運送申告照会情報（共通部）

運送目的
SHI: 荷主指定蔵置場へ搬入のため
RES： ＲＥ－ＳＨＩＰのため
FED： ＦＥＥＤＥＲ運送
BAG： 旅具通関のための運送
KNU： 輸入申告中の運送
OTH： その他

運送種別
NR： 一般運送
EA： 一般運送（船側発送で揚地

詮議有の場合）
QU： 検疫の経由運送
KR： 仮陸揚貨物の運送
MK： 市内運送
KK： 仮陸揚貨物の市内運送
KS： 簡易運送
AU： 特定保税運送

取消変更種別
CAN： 保税運送申告の取消し

（個別運送または特定保税運送含む）

SOT： 保税運送申告の変更
（個別運送または特定保税運送含む）

OLN： 保税運送申告の手作業移行

照会を行いたい
• 保税運送申告番号、
• 個別運送管理番号、
• 特定保税運送番号
いずれかを必須入力する



包括保税運送申告照会（ ITD ）

 包括保税運送申告情報を照会する。
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利用可能者：
• 税関
• 「包括保税運送申告（ＴＤＣ）」業務実施者

ITD(包括保税運送申告照会)

照会を行いたい
包括保税保税運送申告番号を
必須入力する

包括保税運送申告照会情報

運送種別
NR： 一般運送
QU： 検疫の経由運送

申告中（未承認）である場
合には、包括保税運送Ｄ
Ｂに登録されている承認
期間開始予定日～終了
予定日を出力

基本通達該当番号
Ａ： 「イ．航空貨物であって航空会社又はこれらの会社から委託を受けた者の責

任で運送されるもの」
Ｂ： 「ロ．コンテナ詰された貨物（船卸後に開扉されたものを除く。）」
Ｃ： 「ハ．保税工場の保税作業による製品」
Ｄ： 「ニ．旅具通関のため運送される貨物（同一税関内において通関業者が自己

の責任において自ら運送するものに限る。）」
Ｅ： 「ホ．運送される貨物が特定されているもの（関税率表の類程度）ただし、外

国貿易船から直接運送される貨物（関税法施行令第１５条第１項第２号に規
定する船卸票が発給される貨物を除く。）を除く」

Ｆ： 「ヘ．蔵入承認済貨物等取締上支障がないものとして税関長が定めた貨物」



照会業務（輸入関連業務）について

 IAD 修正申告照会
 修正申告情報及び特例修正申告情報を照会する。

 IKK 関税等更正請求照会
 関税等更正請求の内容を照会する。

 IXX 関連省庁申告･申請状況照会

 輸入申告等と当該申告等に係る輸入食品監視支援システム（ＦＡＩＮ
Ｓ）、輸入植物検査手続電算処理システム（ＰＱ－ＮＥＴＷＯＲＫ）及び
動物検疫検査手続電算処理システム（ＡＮＩＰＡＳ）の手続状況等を照
会する。
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修正申告照会（IAD）

 修正申告情報及び特例修正申告情報を照会する。
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IAD(修正申告照会)

修正申告照会情報

利用可能者：
• 税関
• 通関業
①関税等更正請求事項登録を行った者
と同一の利用者コードであること。

②手続きを行った者と利用者コードが
異なる場合は、照会可能者登録がな
されていること

照会を行う、修正申告番号を入力します。

特記事項：
修正申告後に納付方法を直納からＭＰＮに変更した場合およびＭＰＮか
ら直納に変更した場合は、修正申告ＤＢに変更後の情報が反映されま
せん。「口座識別」欄及び「納付方法識別」欄に出力される内容に留意。

修正申告理由コード：
１：税関の事後調査の結果
２：課税標準及び税額計算の誤り
３：添付書類の記載内容の誤植に
伴う課税標準等の誤り

４：税表分類の誤り
５：上記以外の理由

納付方法：
Ｒ：リアルタイム口座
Ｍ：ＭＰＮ

口座識別：
Ｆ：通関業者口座
（リアルタイム口座）
Ｇ：輸入者口座
（リアルタイム口座）



関税等更正請求照会（IKK）

 関税等更正請求の内容を照会する。
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照会を行う、更正請求番号を入力します。

IKK(関税等更正請求照会)

関税等更正請求照会情報

利用可能者：
• 税関
• 通関業
①関税等更正請求事項登録を行った者
と同一の利用者コードであること。

②手続きを行った者と利用者コードが
異なる場合は、照会可能者登録がな
されていること

請求年月日：
関税等更正請求が既に行われている
場合に出力

更正請求理由コード：
１：適用税番・税率の誤り
２：課税標準の誤り
３：申告数量の誤り
４：税額の誤り
５：上記以外の理由



関連省庁申告･申請状況照会（IXX）

 輸入申告等と当該申告等に係る輸入食品監視支援システム（ＦＡＩＮ
Ｓ）、輸入植物検査手続電算処理システム（ＰＱ-ＮＥＴＷＯＲＫ）及び動
物検疫検査手続電算処理システム（ＡＮＩＰＡＳ）の手続状況等を照会
可能。
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いずれかの番号のみ入力することで、申
告・申請状況を確認することができます。

IXX(関連省庁申告･申請状況照会) 関連省庁申告･申請状況照会情報

利用可能者：
• 通関業者

関連省庁システムの手続種別：
Ｆ：食品等輸入届出
Ｐ：植物等輸入検査申請
Ａ：畜産物輸入検査申請
（動物輸入検査申請含む）

特記事項：特例申告（特例委託特例申告を含む）・ＢＰ承認後
の情報の照会について
輸入（引取）許可またはＢＰ承認された申告について、「輸入申
告変更事項登録（ＩＤＡ０１）」業務が行われた場合は、其々の
許可・承認された時点での手続状況等が照会される。関連省
庁システムについては照会した時点での手続状況等が照会さ
れる。

関連省庁システムの手続状況：
ＯＫ：承認または合格がされてい

る場合
ＰＴ：一部承認がされている場合
ＷＡ：承認入力または合格入力

がされていないか届出・申
請されていない場合

ＮＧ：不承認または不合格となっ
ている場合



照会業務（輸入関連業務）について

 ICD 延滞税額計算照会

 法定納期限、納期限、納付日及び本税額から算出される延滞税額情
報を照会する。

 ICP 特恵税率適用照会
 品目単位に特恵関税適用状況情報を照会する。

 IER 為替ﾚｰﾄ照会
 税額計算用通貨換算レート及び照会用為替レート情報を照会する。
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延滞税額計算照会（ICD）

 法定納期限、納期限、納付日及び本税額から算出される延滞税額を

照会する。
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延滞税額計算照会情報

（ICD)延滞税額計算照会情報
修正申告（特例修正申告を含む。）に係る延滞税計算照会で、関税法第
１２条第１０項による延滞税期間計算の特例規定を適用する場合は、
「Ｓ」を入力

延滞税の割合が租税特別措置法第９３条第２項に規定する特
例基準割合となる場合は、「１」を入力

）延滞税額算出処理については、オンライン業務共通設計書の別紙F01 収納関
連処理 延滞税額算出処理 をご参照下さい。



ICP 特恵税率適用照会について
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 特恵税率適用状況を照会する。

（１）入力された国名が特恵税率適用可能である場合は、
「スペース」を出力

（２）入力された国名が特恵税率適用不可である場合は、
全桁「＊」を出力

（３）入力された国名と品目の組み合わせで特恵税率適用
不可である場合は、全桁「＊」を出力

（４）シ－リング枠により頭打ちで特恵停止となった国の特恵
停止年月日を出力また、特別特恵除外となった国の場合
は特別特恵除外開始日を出力

特別特恵税率が適用：「Y」
特別特恵対象品目でない：「N」
特別特恵対象品目だが停止中：「C」

F12

送信

※照会結果
H29.10.2時点

ICP 特恵税率適用照会結果



為替ﾚｰﾄ照会（IER）

 為替ﾚｰﾄ照会（IER）
 税額計算用通貨換算レート及び照会用為替レート情報を照会する。
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IER(為替ﾚｰﾄ照会)

為替ﾚｰﾄ照会情報

利用可能者：
• 全利用者

照会対象通貨種別：
対象となる通貨種別は、関税定率法施行規則
第１条の特例に関する省令により、税関長が
公示する通貨（「関税週報」等に掲載されてい
る通貨）並びに税関で算出して掲示する通貨

照会用為替レート抽出
•ＵＳドル換算率

通貨コード （一例）
日本 ・・・JPY アメリカ・・・USD
ユーロ ・・・EUR イギリス・・・GBP
中国 ・・・CNY 韓国 ・・・KRW

IER業務を新たに呼び出すことな
く、次に照会したい通関コードを
入力後再送信することが可能


